スポット宣伝参考例７  ２０１７・８・２～　日本共産党大阪女性後援会

▽ご町内のみなさん、こんにちは。日本共産党女性後援会です。この場所をお借りして、宣伝をさせていただきます。
九州に続き、秋田、新潟など５０年に一度といわれる大水害が相次ぎ、壊滅的な打撃を受けた地域など、みなさん、全国的な災害に胸を痛めていることと思います。一日も早く国をあげての救援が待たれています。被災をうけられた方々にお見舞い申し上げます。みなさん、仕事やくらし、子育て、介護や健康のことでのご心配はありませんか。
▽７月３１日、森友問題で、国や大阪府の補助金を不正受給したと、籠池元理事長夫妻が詐欺の容疑で逮捕されました。それ自体は徹底解明されるべきですが、この問題は、国有地の８億円もの値下げがなぜされたのか、が発端です。資料は廃棄したと繰り返している近畿財務局も背任容疑で告発されています。重要なカギをにぎる元名誉校長の安倍昭恵さんの証人喚問もできないまま、ウヤムヤにすることは許されません。教育勅語を子どもたちに暗唱させるような小学校建設に、設置認可基準を緩和した大阪府知事、そして疑惑のデパート、安倍首相夫妻の関与も明らかにしないと国民は納得しません。森友に続く加計学園問題でも元文部科学大臣のパーティ券購入の行方を問う告発状も市民からだされています。日本共産党は、皆さんとともに、徹底追及していきます。
▽みなさん、７月２４・２５日と、首相出席のもと、国会閉会中集中審査がひらかれました。ところが十分な説明どころか、「関係ない」「記憶にない」を繰り返す無責任な姿勢に終始した首相答弁に批判が殺到、私たち、国民は納得していません。その上、さらに陸上自衛隊の日報問題のもみ消し問題。自衛隊が派遣されていた南スーダンからの日報が、陸上自衛隊内に保管されていたことが判明。稲田防衛大臣が「報告を受けていない」と国会で虚偽の答弁をし、自衛隊員が戦闘状態に置かれている事実を隠ぺいしたことが明らかになりました。稲田防衛大臣はついに辞任しましたが、任命責任も含め、すべての責任はアベ首相にあるのではないでしょうか。稲田元防衛大臣も証人喚問にも応じるべきです。日本共産党は、野党や市民のみなさんとご一緒に、政治私物化、お友だち内閣といわれるアベ内閣退陣へ全力をつくします。
▽みなさん、アベ首相は、なんとか自分の任期中に憲法を変えたいと、秋の臨時国会で、衆参の憲法審査会に自民党改憲案を提出すると言っています。内閣支持率急落を受け、党内外から慎重な対応を求める声もでるなか、「この夏に汗を流しながら改憲項目を絞っていく」と執念を燃やしています。一方で、道徳の教科化、また中学校公民の教科書には安倍首相が１５ヶ所も登場するなど異常な教育への介入です。悲惨な戦争をしないと誓った憲法９条は、国民から支持され７０年を歩んできました。ＮＨＫの調査で、９条が日本の平和と安全に役に立っていると答えた人が８２％に。憲法９条の果たしてきた役割はとても大きいのです。日本共産党は、７月１５日で創立９５周年、ほぼ一世紀、どんな時代にも戦争反対、平和を守れの声を上げ続けてきましたを。これからも、憲法を守り、いかす活動を国民の皆さんとともにすすめていきます。
▽みなさん、今、大阪では、知事と大阪市長が必死に「カジノ万博」を誘致しようとしています。７月１４日には、あかん！カジノ」女性アピールが呼びかけた意見広告に７０００人以上の方が賛同を寄せ、朝日新聞と読売新聞にカジノ反対の意見広告が掲載されました。まだ埋め立て中の夢洲は、南海トラフの大地震がくれば津波、液状化と深刻な事態に陥る場所です。人の不幸の上に、経済活性化はありえません。莫大な予算は、保育所建設など、大阪の子どもたちにこそ使うべきではないでしょうか。アベ首相を本部長とする政府のカジノ推進会議はカジノ解禁実施法に向け、暴走を加速しています。ギャンブル依存の内閣は退陣してもらいましょう。
▽みなさん、ご存じでしょうか。核兵器廃絶禁止条約が、国連加入国１２２か国の賛成で採択されました。核兵器の使用はもちろん、核兵器で他国を威嚇することも禁止し、さらに被爆者のみなさんの苦しみに心を寄せた、画期的な条約です。けれど日本政府は、この条約に署名しないと表明しました。これでは世界で唯一の被爆国日本が批判され、世界から孤立するばかりです。日本共産党志位和夫委員長は、国連会議に出席し、多くの方と交流を深めました。世界のＮＧＯや日本の平和運動をすすめるみなさんとご一緒に、核兵器廃絶へさらに力を合わせて、核兵器のない世界へ大きく歩みだしましょう。核兵器禁止条約を批准する政府をつくるためにも、アベ政権退陣へ、野党と市民の共同をひろげ、日本共産党も力を尽くして頑張ります。
▽みなさん、世界と日本は大きく動いています。この機会に、日本共産党発行の「しんぶん赤旗」をお読みになりませんか。また、月刊「女性のひろば」は月３１０円、くらしや政治のこと、女性の願いを特集しています。ぜひ、一度お読みください。これで、日本共産党女性後援会の宣伝を終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。
  時間と場所により、項目は


選んでお読みください。








